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１．緒言
　自閉症スペクトラム障害（Autism Spectrum 
Disorder：以下 ASD）は社会的コミュニケーショ
ンの障害，及び，限局的・反復的行動パターンを主
な特徴とする発達障害である1）．しかし，ASD のあ
る子どもおよび大人（以下 ASD 児・者）の多くに
抑うつや不安障害といった情動の障害や，癇癪や暴
力といった問題行動がみられることが明らかになっ
ている2-5）．近年，これらの背景に ASD 児・者の情
動制御の困難さがあることが指摘されている6）．
　情動制御とは「個人の目標を達成するために，一
時的で強いという特徴をもつ情動に対して，自身
で，あるいは他者の助けを得ながら，モニターし，
評価し，変化させること」と定義されている7）．つ
まり，情動制御を行うためには，ネガティブあるい
はポジティブな情動が喚起される時に自らの情動を
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要　　　　約

　本研究の目的は ASD（Autism Spectrum Disorder）児・者を対象にした情動制御方略研究の動向
を概観し，現在明らかになっている点を整理するとともに，今後の課題について検討することであっ
た．抽出された23件の論文について，5つの観点に基づき整理を行った．その結果，1つ目の観点から
年齢層ごとに検討する研究よりも年齢層が混在している研究が多く，その中でも学童期と青年期が混
在した研究が最も多く行われていたことが明らかになった．2つ目の観点から各研究で測定された情
動制御方略は22種類に分類でき，従来の情動制御方略に加え，ASD 特有の言動や発散も自身の情動
を制御する方法として位置づけられていたことが明らかになった．3つ目の観点から情動制御方略の
測定方法として自己報告が最も多く用いられていたことが明らかになった．4つ目の観点から情動制
御方略の用い方についてASD児・者はTD（Typically Developing）児・者とは異なる特徴があるこ
とが示された一方で，研究間によって示す特徴に不一致がみられたことが明らかになった．5つ目の
観点から ASD 児・者は情動の障害および問題行動のリスクを防ぐ方略を用いることが少なく，それ
らリスクを高める方略を用いることが多いことが示された一方で，研究間によって示す結果が異なる
ことが明らかになった．今後の課題として年齢層や文脈ごとの検討，より客観的なデータを得るため
の工夫，研究の蓄積の必要性があげられた．

意識し，その情動の強度や性質を見定め，目標を達
成するために，状況に応じた情動制御方略を用いる
ことが求められる8）．しかし，ASD にはなんらかの
脳の障害が疑われ，状況や自身の情動を推測するこ
との苦手さや，思考の硬さ，計画的に問題を解決す
る力が乏しいといった特性がある6）．またASD児・
者は感覚の過敏さなどからネガティブな情動をより
強く経験していることが報告されている9）．加えて
ASD には情動制御に関わるとされる扁桃体や前頭
前皮質などにおける神経生理的機能不全がみられる
ことが明らかになっている6）．このことから，ASD
児・者にはこれらの生得的な特性により自らの情動
を制御しようにもできないという困難さを抱えなが
ら生活をしており，二次的な障害として情動や行動
の問題が起きていることが考えられる．そのため，
ASD 児・者の情動制御を支援する取り組みを検討
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することは急務である．
　ASD の有無に関わらず，情動制御研究ではこれ
までに情動制御と精神的健康の関連について検討さ
れてきた10）．その中で，ネガティブな情動が喚起さ
れた時にどのような方法を用いて対処するかが精神
的健康に影響することが明らかになっている．
　個人が情動を制御するために用いる具体的な方法
は情動制御方略と呼ばれる．情動制御方略の種類に
ついて先行研究では様々な分類が行われてきた．そ
の代表的な研究がGross10）である．Gross10）は情動が
生起するプロセスに応じて情動制御が行われると想
定した．そして情動制御方略を，状況選択（特定の
状況を回避する），状況変容（問題となっている原
因を究明し解決する），注意転換（問題となる事柄
から注意を逸らす），認知的変化（状況や問題に対
する評価や解釈の仕方を変える），反応調整（生じ
た情動経験，生理的反応および表出行動を調整する：
例えば情動表出を抑制する，運動やリラクゼーショ
ンを行うなど）の5つに大別した．一方で，Conner-
Smith et al.11）は情動制御方略を自発（意識的か無
意識的か）と関与（接近的か回避的か）の2次元か
ら分類を行った．Conner-Smith et al.11）によると，
Gross10）における状況変容および反応調整に相当す
る1次的自発的関与（問題となっている原因を究明
し解決する，生じた情動経験や生理的反応および表
出行動を調整する，他者と情動を共有する），認知
的変容に相当する2次的自発的関与（ポジティブに
考える，状況や問題に対する評価や解釈の仕方を変
える，状況や情動をありのままに受容する），状況
選択および注意転換に相当する自発的非関与（特定
の状況を回避する，状況を否定する，問題など起き
ていないと願う，問題となる事柄から注意を逸らす）
の3つを設定し，加えて，非自発的関与（問題や情
動を反すうする，問題について夢に出てくるほど考
える，動悸や筋緊張が起きる，そわそわして落ち着
かない，自身の言動を制御できなくなる），非自発
的非関与（無反応，思考停止，不活動，解離）の2
つを設定した．これらのことから情動制御方略の種
類は多様であるが，先行研究においては，ネガティ
ブな情動を喚起させる状況および問題自体に意識的
に直接関与あるいは回避する方略，状況等に直接関
与はしないが自身の注意や認知を意識的に変化させ
る方略，生じた情動反応に対して意識的に緩和およ
び抑制を行う方略，さらには反すうなど自身の意識
しないところで行う方略が同定されていると考えら
れる．
　これらの情動制御方略によって二次的な障害や精
神的健康に影響をもたらすことが示されている．

Aldao et al.12）は成人を対象にネガティブな情動が
喚起される場面において個人が頻繁に用いる情動制
御方略と精神疾患との関連について検討を行った．
その結果，特定の状況を回避する方略や，情動表出
を抑制する方略，問題や情動を反すうする方略を用
いる人ほど抑うつ，不安障害，物質関連障害，摂食
障害との関連が高いことを明らかにした．一方で，
問題となっている原因を究明し解決する方略や，状
況や問題に対する評価や解釈の仕方を変える方略，
情動をありのままに受容する方略を用いる人ほど，
抑うつや不安障害との関連が低いことを明らかにし
た．また，Conner-Smith et al.11）は小学生から成人
を対象に情動制御方略と内在的問題行動（抑うつ，
不安，心因性による身体不調，引きこもり）および
外在的問題行動（攻撃行動，非行）との関連を検討
した．その結果，自発的非関与，非自発的関与，非
自発的非関与を用いる人ほど，より内在的問題行動
や外在的問題行動がみられることを示した．そして，
1次的自発的関与や2次的自発的関与の方略を用いる
人ほど内在的問題行動や外在的問題行動がみられな
いことを示した．これらのことから，ネガティブな
情動が喚起された時に個人がどの情動制御方略を用
いるかによって情動の障害や問題行動の有無，そし
てその後の精神的健康に影響を与えることが考えら
れる．一方で，個人がネガティブ情動に対してどの
情動制御方略を用いて対処しているのかを理解する
ことは，個人の精神的健康を阻害するリスク要因を
特定することができると同時に，その予防や精神的
健康の増進に向けた積極的な支援に繋げることが可
能であると考えられる．
　情動制御研究は1990年代頃から次第に行われるよ
うになった10）．しかし，情動制御と ASD との関連
について検討した研究はまだ多くないと言える．
ASD には先述した特性があるため，定型発達児・
者（Typically Developing：以下 TD 児・者）とは
用いる情動制御方略の種類や，情動の障害および問
題行動といった諸要因への影響が異なる可能性が考
えられる．ASD 児・者への情動制御の支援を検討
する上で，ASD 児・者が自身の情動を制御するた
めにどのような方略を用いているのか，またそれに
はどのような特徴があるのかを把握する必要がある．
　そこで本研究では ASD 児・者を対象にした情動
制御方略に関する研究動向を概観し，現在明らかに
なっている点を整理するとともに，今後の課題につ
いて明らかにすることを目的とする．これらの目的
を明らかにするために本研究では（1）対象年齢，（2）
情動制御方略の種類，（3）情動制御方略の測定方法，
（4）ASD 児・者にみられる情動制御方略の特徴，
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J
a
h
r
o
m
i
 
e
t
 
a
l
.
(
2
0
1
2
)
2
9
)

A
S
D
：
3
-
6
歳
，
N
=
2
0
，
M
=
4
.
9
1
，
S
D
=
0
.
9
5

T
D
：
2
-
6
歳
，
N
=
2
0
，
M
=
4
.
1
8
，
S
D
=
0
.
9
3

Ca
lk

in
s 

et
 
al

.(
19

99
)30

）
;E

is
en

be
rg

 

et
 
al

.(
19

96
)31

) ,
Ja

hr
om

i 
et

 
al

, 

(2
00
9)

32
)
を
参
考
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
作
成

回
避
，

問
題

解
決
，

気
晴

ら
し
，

ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
の

希
求
，

他
者

へ

の
接

近
，

自
己

刺
激
，

独

話
，

発
声
，

人
や

物
へ

の

攻
撃

実
験
的
観
察
法

・
�A
S
D
児

は
T
D
児

よ
り

も
問

題
解

決
，

ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
の

希

求
，
他
者
へ
の
接
近
を
用
い
る
こ
と
が
少
な
い

・
�A
S
D
児

は
T
D
児

よ
り

も
独

話
，

発
声
，

人
や

物
へ

の
攻

撃
，

自
己

刺
激
，
気
晴
ら
し

,
回
避
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
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著
者

対
象

使
用
し
た
尺
度
も
し
く
は

評
定
カ
テ
ゴ
リ
ー

情
動
制
御
方
略

測
定
方
法

結
果
の
概
略

Ko
ns
ta
nt
ar
ea
s 

et
 a
l.
(2
00
6)

33
)

AS
D：
3-
10
歳
，N
=1
9，
M=
6.
16
，S
D=（

記
載
な
し
）

T
D：
3
-
1
0
歳
，
N
=
2
3
，
M
=
6
.
3
7
，
S
D
=（
記
載
な
し
）

G
r
o
l
n
i
c
k
 
e
t
 
a
l
.
(
1
9
9
6
)
3
4
)
を
参

考
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
作
成

回
避
，

問
題

解
決
，

気
晴

ら
し
，

受
容
，

不
活

動
，

発
声
，

泣
く
，

人
や

物
へ

の
攻
撃

実
験
的
観
察
法

・
�AS
D
児

は
TD

児
よ

り
も

気
晴

ら
し
，

問
題

解
決
，

受
容

と
い

っ
た

適
応

的
と

さ
れ

る
方

略
を

用
い

る
こ

と
が

少
な

く
，

む
し

ろ
泣

く
，

回
避
，
不
活
動
と
い
っ
た
不
適
切
な
方
略
を
用
い
る
こ
と
が
多
い

L
o
p
e
z
 
e
t
 
a
l
.
(
2
0
1
7
)
3
5
)

A
S
（

A
s
p
e
r
g
e
r
's
 
s
y
n
d
r
o
m
e
）
：

1
8
-
4
3
歳

，

N
=
3
0
，
M
=
2
6
.
6
0
，
S
D
=
7
.
3
2

TD
：
18
-4
5歳

，
N=
60
，
M
＝
26
.7
0，

SD
=7
.6
8

I
n
t
e
r
p
e
r
s
o
n
a
l
 
e
m
o
t
i
o
n

m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
3
6
)

問
題

解
決
，

気
晴

ら
し

，

認
知
的
再
評
価
，
抑
制

自
己
報
告

・
�A
S
者

は
T
D
者

よ
り

も
気

晴
ら

し
や

認
知

的
評

価
と

い
っ

た
適

応

的
な

方
略

を
用

い
る

こ
と

が
少

な
く
，

抑
制

と
い

っ
た

不
適

切
な

方
略
を
用
い
る
こ
と
が
多
い

M
a
z
e
f
s
k
y
 
e
t
 
a
l
.
(
2
0
1
4
)
3
7
)
 
AS

D：
12

-1
9歳

，
N=

25
，

M=
15

.2
2，

SD
=2

.2
5

TD
：

12
-1

9歳
，

N=
23

，
M=

15
.5

6，
SD

=2
.7

6

T
h
e
 
R
e
s
p
o
n
s
e
 
t
o
 
S
t
r
e
s
s

Q
u
e
s
t
i
o
n
n
a
i
r
e
 ：

R
S
Q
1
1
)

回
避
，

問
題

解
決
，

ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
の

希

求
，

気
晴

ら
し
，

認
知

的

再
評
価
，
受
容
，
反
す
う
，

不
活
動

自
己
報
告

・
AS

D
児

者
は

TD
児

者
よ

り
も

回
避

や
気

晴
ら

し
を

用
い

る
こ

と
が

多
い

・
A
S
D
児
者
は

T
D
児
者
よ
り
も
反
す
う
を
用
い
る
こ
と
が
多
い

・
AS

D
児

者
は

TD
児

者
よ

り
も

反
す

う
や

不
活

動
を

用
い

る
こ

と
が

多
い

・
�A
S
D
児

者
に

お
け

る
問

題
解

決
，

ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
の

希
求

は
内
在
的
・
外
在
的
問
題
行
動
と
負
の
相
関
あ
り

・
�A
S
D
児

者
に

お
け

る
認

知
的

評
価

と
受

容
は

内
在

的
問

題
行

動
と

負
の
相
関
あ
り

・
AS
D
児
者
に
お
け
る
反
す
う
は
内
在
的
問
題
行
動
と
正
の
相
関
あ
り

・
�AS

D
児

者
に

お
け

る
回

避
は

内
在

的
・

外
在

的
問

題
行

動
と

正
の

相
関

あ
り

N
u
s
k
e
 
e
t
 
a
l
.
(
2
0
1
7
)
3
8
)

A
S
D
：
2
-
4
歳
，
N
=
4
4
，
M
=
3
.
4
1
，
S
D
=
0
.
7
5

T
D
：
2
-
5
歳
，
N
=
2
9
，
M
=
3
.
4
8
，
S
D
=
0
.
8
9

B
u
s
s
 
a
n
d
 
G
o
l
d
s
m
i
t
h
(
1
9
9
8
)
3
9
)

を
参
考
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
作
成

回
避
，

問
題

解
決
，

気
晴

ら
し
，

ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
の

希
求
，

他
者

へ

の
接

近
,
自

己
刺

激
，

息

を
吐
く
，
独
話
，
発
声

実
験
的
観
察
法

・
A
S
D
児
は

T
D
児
よ
り
も
他
者
へ
の
接
近
を
用
い
る
こ
と
が
多
い

・
�T
D
児

は
よ

り
親

し
み

の
あ

る
人

に
加

え
親

し
み

の
な

い
人

へ
も

接

近
す
る
が
，
A
S
D
児
は
親
し
み
の
あ
る
人
の
み
接
近
が
み
ら
れ
る

・
A
S
D
児
は

T
D
児
よ
り
も
回
避
を
用
い
る
こ
と
が
多
い

Nu
sk
e 
et
 a
l.
(2
01
8)

40
）

A
S
D
：
2
-
4
歳
，
N
=
4
3
，
M
=
3
.
4
0
，
S
D
=
0
.
7
5

T
D
：
2
-
5
歳
，
N
=
2
8
，
M
=
3
.
4
8
，
S
D
=
0
.
8
9

B
u
s
s
 
a
n
d
 
G
o
l
d
s
m
i
t
h
(
1
9
9
8
)
3
9
)

を
参
考
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
作
成

回
避
，

問
題

解
決
，

ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
の

希

求
，

他
者

へ
の

接
近
，

気

晴
ら

し
，

自
己

刺
激
，

独

話
，
息
を
吐
く
，
発
声

実
験
的
観
察
法

・
A
S
D
児
は

T
D
児
よ
り
も
他
者
へ
の
接
近
を
用
い
る
こ
と
が
多
い

・
�T
D
児

は
よ

り
親

し
み

の
あ

る
人

に
加

え
親

し
み

の
な

い
人

へ
も

接

近
す
る
が
，
A
S
D
児
は
親
し
み
の
あ
る
人
の
み
接
近
が
み
ら
れ
る

・
A
S
D
児
は

T
D
児
よ
り
も
回
避
を
用
い
る
こ
と
が
多
い

・
�A
S
D
児

に
お

い
て
，

自
己

刺
激

お
よ

び
息

を
吐

く
を

よ
く

用
い

る

こ
と
が
，
親
の

Q
O
L
を
低
下
さ
せ
る
要
因
に
な
る

P
o
u
w
 
e
t
 
a
l
.
(
2
0
1
3
)
4
1
)

A
S
D：
（
記
載
な
し
）
N
=
6
3
，
M
=
1
1
.
7
，
S
D
=
1
.
3

T
D
：
（
記
載
な
し
）
N
=
5
7
，
M
=
1
1
.
5
，
S
D
=
1
.
3

Th
e 
Co
pi
ng
 S
ca
le

42
)

回
避
，

ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
の

希
求
，

問
題

解

決
，

反
す

う
，

人
や

物
へ

の
攻
撃

自
己
報
告

・
�A
S
D
児

者
に

関
わ

ら
ず

ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
の

希
求

や
問

題
解

決
を
よ
り
多
く
用
い
人
ほ
ど
抑
う
つ
症
状
は
み
ら
れ
な
い

・
�回

避
を

よ
く

用
い

る
A
S
D
児

者
は
，

回
避

を
よ

く
用

い
る

T
D
児

者
よ
り
も
抑
う
つ
症
状
が
み
ら
れ
る

・
�A
S
D
児

者
に

関
わ

ら
ず

人
や

物
へ

の
攻

撃
や

反
す

う
を

用
い

る
こ

と
が
多
い
人
ほ
ど
抑
う
つ
症
状
が
み
ら
れ
る

R
i
e
f
f
e
 
e
t
 
a
l
.
(
2
0
1
1
)
4
3
)

A
S
D
：
9
-
1
2
歳
，
N
=
6
6
，
M
=
1
1
.
5
，
S
D
=
0
.
8
4

T
D
：
1
0
-
1
2
歳
，
N
=
1
1
8
，
M
=
1
1
.
5
，
S
D
=
0
.
6
6

Th
e 

Wo
rr
y/
Ru
mi
na
ti
on
 Q

ue
st
io
nn
ai
re
 

fo
r 
Ch
il
dr
en

44
)

Co
gn

it
iv

e 
Em

ot
io

n 
Re

gu
la

ti
on

 

Qu
es
ti
on
na
ir
e 
fo
r 
Ki
ds

45
)

問
題

解
決
，

受
容
，

反
す

う
，

自
己

非
難
，

破
滅

的

思
考

自
己
報
告

・
�AS
D
児
は

TD
児
よ
り
も
問
題
解
決
や
受
容
を
用
い
る
こ
と
が
少
な
い

・
�A
S
D
児

に
お

い
て

破
滅

的
思

考
を

用
い

る
こ

と
が

多
い

人
ほ

ど
抑

う
つ
症
状
が
み
ら
れ
る

・
�A
S
D
児

に
お

い
て

問
題

解
決

や
受

容
を

用
い

る
こ

と
が

多
い

人
ほ

ど
反
す
う
を
用
い
る
こ
と
が
少
な
い

・
�A
S
D
児

に
お

い
て

破
滅

的
思

考
を

用
い

る
こ

と
が

多
い

人
ほ

ど
反

す
う
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
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著
者

対
象

使
用
し
た
尺
度
も
し
く
は

評
定
カ
テ
ゴ
リ
ー

情
動
制
御
方
略

測
定
方
法

結
果
の
概
略

R
i
e
f
f
e
 
e
t
 
a
l
.
(
2
0
1
4
)
4
6
)

AS
D：

9-
15
歳
，
N=
81
，
M=
11
.7
6，

SD
=1
.3
3

TD
：
8-
14
歳
，
N=
13
1，

M=
11
.6
8，

SD
=1
.3
7

T
h
e
 
C
o
p
i
n
g
 
S
c
a
l
e
4
2
)

Th
e 
Wo
rr
y/
Ru
mi
na
ti
on
 Q
ue
st
io
nn
ai
re

fo
r 

Ch
il

dr
en

4
4
)

回
避
，

問
題

解
決
，

ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
の

希

求
，
反
す
う

自
己
報
告

・
�AS
D
児

者
は

TD
児

者
よ

り
も

ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
の

希
求

や
問

題
解
決
を
用
い
る
こ
と
が
少
な
い

・
�AS
D
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
，ソ

ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
希
求
，問

題
解
決
，

お
よ
び
回
避
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
人
ほ
ど
抑
う
つ
症
状
は
み
ら
れ
ず
，

反
す
う
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
人
ほ
ど
抑
う
つ
症
状
が
み
ら
れ
る

S
a
m
s
o
n
 
e
t
 
a
l
.
(
2
0
1
2
)
4
7
）

AS
D：

18
-5
3歳

，
N=
27
，
M=
33
.5
6，

SD
=1
2.
82

TD
：
18
-6
4歳

，
N=
27
，
M=
35
.2
2，

SD
=1
2.
82

T
h
e
 
E
m
o
t
i
o
n
 
R
e
g
u
l
a
t
i
o
n
 

Q
u
e
s
t
i
o
n
n
a
i
r
e
：
E
R
Q
1
9
)

認
知
的
再
評
価
，
抑
制

自
己
報
告

・
�AS
D
児

者
は

TD
児

者
よ

り
も

認
知

駅
再

評
価

を
用

い
る

こ
と

が
少

な
い

・
A
S
D
児
者
は

T
D
児
者
よ
り
も
抑
制
を
用
い
る
こ
と
が
多
い

S
a
m
s
o
n
 
e
t
 
a
l
.
(
2
0
1
5
)
9
）

A
S
D
：
8
-
2
0
歳
，
N
=
3
2
，
M
=
1
2
.
6
6
，
S
D
=
3
.
3
2

T
D
：
8
-
2
0
歳
，
N
=
3
1
，
M
=
1
2
.
5
8
，
S
D
=
2
.
8
6

T
h
e
 
E
m
o
t
i
o
n
 
R
e
g
u
l
a
t
i
o
n

I
n
t
e
r
v
i
e
w
4
8
)

回
避
，

問
題

解
決
，

ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
の

希

求
,
他

者
へ

の
接

近
，

気

晴
ら
し
，
認
知
的
再
評
価
，

受
容
，

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

，

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン
，

抑

制
，
常
同
行
動

自
己
報
告

養
育
者
報
告

・
�養

育
者

報
告

に
よ

る
怒

り
場

面
に

お
い

て
，
A
S
D
児

者
は

T
D
児

者
よ

り
も

問
題

解
決
，

認
知

的
再

評
価
，

気
晴

ら
し
，

受
容

を
用

い
る
こ
と
が
少
な
く
，
常
同
行
動
を
用
い
る
こ
と
が
多
い

・
�養

育
者

報
告

に
よ

る
不

安
場

面
に

お
い

て
，
A
S
D
児

者
は

T
D
児

者
よ

り
も

問
題

解
決
，

認
知

的
再

評
価
，

受
容
，

抑
制

を
用

い
る

こ
と
が
少
な
く
，
常
同
行
動
を
用
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た

・
�養

育
者

報
告

に
よ

る
楽

し
み

場
面

に
お

い
て
，
A
S
D
児

者
は

T
D
児

者
よ

り
も

問
題

解
決
，

受
容

を
用

い
る

こ
と

が
少

な
く
，

常
同

行
動
を
用
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た

・
�自

己
報

告
に

よ
る

怒
り

場
面

に
お

い
て
，
A
S
D
児

者
は

T
D
児

者
よ

り
も

問
題

解
決
，

ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
の

希
求
，

認
知

的
再

評
価
，

気
晴

ら
し
，

受
容
，

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン
，

回
避
，

抑
制

を
用
い
る
こ
と
が
少
な
く
，
常
同
行
動
を
用
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た

・
�自

己
報

告
に

よ
る

不
安

場
面

に
お

い
て
，
A
S
D
児

者
は

T
D
児

者
よ

り
も

問
題

解
決
，

認
知

的
再

評
価
，

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン
，

回
避

を
用
い
る
こ
と
が
少
な
い

・
�自

己
報

告
に

よ
る

楽
し

み
場

面
に

お
い

て
は

A
S
D
児

者
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（5）ASD 児・者における情動制御方略と諸要因と
の関連，の5つの観点から研究動向を整理する．本
研究により ASD 児・者への情動制御支援を検討す
る際の一助となることが期待される．

２．方法
　国外の論文検索を行うために電子データベー
ス PsycINFO を用いた．まず，検索条件として
（1）学術論文かつ査読付きであること，（2）
1990年から2020年に出版されていること，（3）
キ ー ワ ー ド に「Emotional Regulation」，「Affect 
Regulation」，関連語であった「Emotion control」，
「Self-Regulation」，「Self-Control」，「Socioemotional 
Functioning」，「Stoicism」のいずれかを含むこと，
（4）キーワードに「Autism Spectrum Disorder」，
「Asperger Syndrome」，「Autism」，「Autistic 
Psychopathy」，「Early Infantile Autism」，
「Pervasive Development Disorder」のいずれかを
含むこと，を設定し，検索を行った．その結果2020
年5月の時点で149件の論文が抽出された．さらに 
（a）対象者に ASD の診断，あるいはその特性を
有していることが関連する指標から判断できるこ
と，（b）情動制御方略を測定していること，（c）
情動制御方略を測定する際に数値化できる指標を用
いていること，（d）文献研究および介入研究では
ないこと，の4つの適格基準を設定し，抽出された
論文の精査を行った．その結果23件の論文が抽出さ
れた．
　また，国内の論文検索を行うために電子データ
ベース J-STAGE を用いた．検索条件として（1）
学術論文かつ査読付きであること，（2）1990年から
2020年に出版されていること，（3）キーワードに「情
動制御」，「情動調整」，「情動調節」，「感情制御」，「感
情調整」，「感情調節」，のいずれかを含むこと，（4）
キーワードに「ASD」，「自閉症スペクトラム障害」，
「自閉スペクトラム症」，「自閉症」，「広汎性発達障
害」，「アスペルガー症候群」のいずれかを含むこと，
を設定し，検索を行った．その結果2020年5月の時
点で抽出された論文は0件であった．
　以上のことから本研究では抽出された23件の論文
について，5つの観点から研究動向の整理を行った
（表1）．

３．結果
３．１　対象年齢 
　1つ目の観点として ASD 児・者を対象とした情
動制御方略研究ではどの年齢を対象として行われて
きたのかを明らかにするために，23件の論文を年齢

層ごとに分類し整理を行った（表2）．年齢層は武 
井54）と米川55）を参考に，【乳児期（0-11カ月）】，【幼
児期（1-6歳）】，【学童期（7-12歳）】，【青年期（13-29
歳）】，【成人期（30-64歳）】，【老年期（65歳以上）】
と設定した．
　その結果，【乳児期（0-11カ月）】は23件中0件（0%）
であった．【幼児期（1-6歳）】は23件中5件26,29,38,40,53）

（22％）であった．【学童期（7-12歳）】は23件中1
件43）（4％）であった．【青年期（13-29歳）】は23件
中0件（0％）であった．【成人期（30-64歳）】は23
件中0件（0％）であった．【老年期（65歳以上）】は
23件中0件（0％）であった．【年齢層不明】が23件
中1件41）（4％）であった．
　一方で，【幼児期（1-6歳）】と【学童期（7-12歳）】
が混在した研究が23件中2件24,33）（9％）であった．【学
童期（7-12歳）】と【青年期（13-29歳）】が混在した
研究が23件中7件9,13,27,37,49,50）（30％）であった．【幼児
期（1-6歳）】と【学童期（7-12歳）】と【青年期（13-
29歳）】が混在した研究が23件中2件21,23）（9％）であっ
た．【青年期（13-29歳）】と【成人期（30-64歳）】が
混在した研究が23件中3件16,35,47）（13％）であった．

【青年期（13-29歳）】と【成人期（30-64歳）】と【老
年期（65歳以上）】が混在した研究が23件中2件18,20）

（9％）であった．
　これらのことから，年齢層ごとに検討している研
究では幼児期の ASD 児を対象にした研究が最も多
く行われ，成人期や老年期の ASD 者を対象にした
研究は行われていないことが明らかとなった．一方
で，年齢層ごとに検討している研究よりも年齢層が
混在している研究が多く，その中でも学童期と青年
期が混在した研究が最も多く，次いで青年期と成人

表２　年齢層ごとの論文件数と割合
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期が混在した研究が多く行われていることが明らか
になった．
３．２　情動制御方略の種類
　2つ目の観点として，ASD 児・者を対象とした情
動制御方略研究ではどの情動制御方略に焦点を当て
測定してきたのかを明らかにするために，23件の論
文の中で測定された情動制御方略を抽出した．その
後，内容の重複および類似するものをカテゴリーに
分類し整理を行った（表3）．
　その結果，情動制御方略として，【回避】，【問題
解決】，【ソーシャルサポートの希求】，【他者への接
近】，【気晴らし】，【認知的再評価】，【受容】，【反す
う】，【自己批難】，【他者批難】，【破滅的思考】，【エ
クササイズ】，【リラクゼーション】，【抑制】，【不活
動】，【自己刺激】，【常同行動】，【独話】，【息を吐く】，
【発声】，【泣く】，【人や物への攻撃】の22種類が抽
出された．
　【回避】，【問題解決】，【ソーシャルサポートの希
求】，【他者への接近】，【気晴らし】，【認知的再評価】，
【受容】，【反すう】，【自己批難】，【他者批難】，【破
滅的思考】，【エクササイズ】，【リラクゼーション】，
【抑制】，【不活動】は ASD の有無に関わらず従来
の情動制御方略研究においても測定されてきた方略

であった．一方で，【自己刺激】，【常同行動】，【独話】，
【息を吐く】など ASD にみられる特性および行動
も情動制御方略として含まれていた．また，【発声】，
【泣く】，【人や物への攻撃】といった他者あるいは
外に向けて発散するような方略も情動制御方略とし
て含まれていた．これらのことから，従来の情動制
御方略研究において測定されてきた方略が，ASD
児・者を対象とした情動制御研究においても同様に
測定されていることが明らかとなった．加えて，
ASD 児・者を対象とした情動制御研究では，ASD
特有の言動や発散方略も，自身の情動を制御する方
法の一つとして位置づけられていることが明らかに
なった．
３．３　情動制御方略の測定方法
　3つ目の観点として，ASD 児・者を対象とした研
究では，情報制御方略をどのような測定方法を用い
て測定したのかを明らかにするために，23件の論文
を測定方法ごとに分類し整理を行った．その結果，
質問紙あるいはインタビューによる【自己報告】，
質問紙による【養育者報告】，ネガティブな情動が
喚起される実験場面を設定し直接観察を行う【実
験的観察法】の3種類に分類された．このうち，
【自己報告】でのみ測定を行った研究が23件中12 

表３　ASD 児・者において測定される情動制御方略の種類
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件13,16,18,20,27,35,37,41,43,47,50）（52％）であった．【養育者報
告】でのみ測定を行った研究が23件中2件21,23）（9％）
であった．【実験的観察】でのみ測定を行った研究
が23件中7件24,26,29,33,38,40）（30％）であった．また，【自
己報告】と【養育者報告】を組み合わせて測定を行っ
た研究が23件中2件9,49）（9％）であった．
　また，年齢層別に概観すると，幼児期から学童期
にかけては主に【実験的観察法】が用いられていた．
学童期および青年期以降の年齢層では【自己報告】
もしくは【養育者報告】が用いられ，【実験的観察法】
は用いられていなかった．
　このことから ASD 児・者の情動制御方略研究で
は【自己報告】を用いて情動制御方略を測定してい
る研究が最も多いことが明らかになった．年齢層別
にみると幼児期から学童期にかけては【実験的観察
法】が多用され，学童期および青年期以降にかけて
は【自己報告】および【養育者報告】が多用される
ことが明らかとなった．また，情動制御方略を測定
する際に2種類以上の測定方法を用いる研究は少な
く，1種類の測定方法を用いる研究が多いことが示
された．
３．４　ASD 児・者にみられる情動制御方略の特徴
　4つ目の観点として，ASD 児・者にみられる情動
制御方略の特徴を明らかにするために，23件の論文
から得られた結果の概要を整理した．
　その結果，ASD 児・者は TD 児・者よりも【問
題解決】，【認知的再評価】，【受容】，【リラクゼーショ
ン】といった情動制御方略を用いることが少ないと
いう特徴があることが示された9,13,20,29,33,35,43,47,49,50,53）．
また，ASD児・者はTD児・者よりも，【反すう】，

【他者批難】，【常同行動】，【独話】，【自己刺激】，【泣
く】，【人や物への攻撃】，【不活動】といった情動制
御方略を用いることが多いという特徴があることが
示された9,13,16,21,24,27,29,33,37,53）．
　一方で，【回避】，【ソーシャルサポートの希求】，
【他者への接近】，【気晴らし】，【抑制】の情動制御
方略においては，ASD 児・者は TD 児・者よりも
それらを用いることが多いとした研究と，用いるこ
とが少ないとした研究がみられた9,21,24,26,29,33,35,38,40,50,53）．
さらに【抑制】においては ASD 児・者と TD 児・
者の用い方に差はないとしている研究があり20），結
果に不一致が生じていた．
　以上のことから情動制御方略の用い方について，
ASD 児・者には TD 児・者とは異なる特徴がある
ことが明らかになった．一方で，ASD 児・者にみ
られる情動制御方略の特徴については研究間によっ
て結果が一致していないことが示された．

３．５　�ASD 児・者における情動制御方略と諸要因
との関連

　5つ目の観点として，ASD 児・者における情動制
御方略が諸要因に与える影響を検討するために23件
の論文から得られた結果の概要を整理した．
　その結果，【認知的方略】の情動制御方略を用い
る人ほど，ネガティブ情動経験が少なく，内在的お
よび外在的問題行動との関連が低く，ウェルビーイ
ングや，注意の切り替え，ソーシャルスキル，コミュ
ニケーション能力が高いことが示された18,20,23,45,49）．
また，【問題解決】および【ソーシャルサポートの
希求】の情動制御方略を用いる人ほど，内在的お
よび外在的問題行動との関連が低いことが示され 
た37）．加えて，【受容】の情動制御方略を用いる人
ほど，内在的および外在的問題行動との関連が低い
ことが示された37）．一方で，【反すう】，【抑制】，【破
滅的思考】，【人や物への攻撃】，【不活動】といった
方略を用いる人ほど，抑うつや外的問題行動との関
連が高いことが示された13,16,18,37,41,43）．【回避】につい
ては，【回避】を用いることが多いほど抑うつがみ
られると示した研究と，抑うつがみられないと示し
た研究が存在した41,46）．
　その他，Ibrahim et al.27）の研究では【反すう】を
用いることが多い人ほど【常同行動】がみられるこ
とを示した．一方で，Nuske et al.40）は ASD児が【自
己刺激】，【息を吐く】を用いることが多いほど，養
育者のQOLを下げることを示した．
　以上のことから，ASD 児・者にとって【問題解
決】，【ソーシャルサポートの希求】，【認知的方略】，
【受容】といった方略は，情動の障害や問題行動の
予防，あるいは精神的健康の維持・増進に繋がる方
略であることが明らかになった．一方で，【反すう】，
【抑制】，【破滅的思考】，【人や物への攻撃】，【不活
動】といった方略は情動の障害や問題行動のリスク
を高め，精神的健康を阻害する可能性のある方略で
ある可能性が示された．【回避】については研究間
で結果に不一致がみられた．また，【自己刺激】，【息
を吐く】といった ASD 特有の方略は家族への負担
に繋がる可能性が示された．

４．考察
　本研究は ASD 児・者が自身の情動を制御するた
めにどのような方略を用いているのか，またそれに
はどのような特徴があるのかを把握するために，
ASD 児・者を対象にした情動制御方略に関する研
究動向を概観し，今後の課題について明らかにする
ことを目的とした．そこで本研究では（1）対象年
齢，（2）情動制御方略の種類，（3）情動制御方略の
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測定方法，（4）ASD 児・者にみられる情動制御方
略の特徴，（5）ASD 児・者における情動制御方略
と諸要因との関連，の5つの観点から研究動向の整
理を行った．
　ASD 児・者を対象にした情動制御方略研究に
おいて，年齢層ごとに検討した研究では幼児期の
ASD児を対象にした研究が最も多く行われていた．
また，学童期から青年期，成人期にかけても多くの
研究が行われていた．しかし，学童期以降のASD児・
者を対象にした研究では年齢層が混在していること
が多かった．ASD 児の場合，幼児期から情動制御
の発達についてTD児とは異なる様相があり，発達
に応じた早期介入の必要性が指摘されている29）．幼
児期における情動制御の発達がその次の発達段階で
ある学童期にも影響を及ぼしていることが考えられ
るため，学童期以降においても発達年齢に応じた特
徴が存在することが推察される．このことから，こ
れまでの研究で得られたデータには各年齢層の特徴
も混在している可能性があり，年齢層ごとの情動制
御方略の特徴については捉えることができていない
ことが考えられる．以上のことから，今後は年齢層
ごとに情動制御方略の特徴を捉える研究が必要と考
えられる．
　ASD 児・者を対象にした情動制御方略研究にお
いて測定された方略は22種類に分類された．その中
には【回避】，【問題解決】，【ソーシャルサポートの
希求】，【他者への接近】，【気晴らし】，【認知的再評
価】，【受容】，【反すう】，【自己批難】，【他者批難】，
【破滅的思考】，【エクササイズ】，【リラクゼーショ
ン】，【抑制】，【不活動】など，ASD に関わらず従
来の情動制御方略研究においても扱われてきた方略
が抽出された10,11）．その他の【自己刺激】，【常同行
動】，【独話】，【息を吐く】は ASD にみられる特有
の言動でもあり，それらが情動制御方略として含ま
れるという特徴がみられた．また，【発声】，【泣く】，
【人や物への攻撃】などの発散方略も情動制御方略
として位置づけられているという特徴がみられた．
このことから，従来の情動制御方略研究において測
定されてきた方略が，ASD 児・者を対象とした情
動制御研究においても同様に測定されていることが
明らかとなった．加えて，ASD 児・者を対象とし
た情動制御研究では，ASD 特有の言動や発散方略
も，自身の情動を制御する方法の一つとして位置づ
けられていることが明らかになった．ASD 児・者
を対象にした情動制御研究の場合，ASD の特性と
しての言動や，問題行動とみなされやすい言動も自
身の情動を制御する方法である可能性が考えられ，
ASD児・者を対象に情動制御方略研究を行う場合，

これらの方略を含めた検討が必要だろう．
　さらに22種類に分類された方略について，23件の
論文から得られた結果の概要から，ASD 児・者に
みられる情動制御方略の特徴を整理した．その結果，
ASD 児・者は TD 児・者よりも【問題解決】，【認
知的再評価】，【受容】，【リラクゼーション】といっ
た情動制御方略を用いることが少ないといった特徴
が示された．これらの方略は ASD の有無に関わら
ず，情動制御方略研究において精神的健康の維持・
増進に寄与する適応的な方略と位置づけられてき 
た10,12）．本研究の結果から，ASD 児・者はこれらの
適応的な方略を用いにくい特徴があることが示唆さ
れた．次いで，ASD児・者はTD児・者よりも【反
すう】，【他者批難】，【泣く】，【人や物への攻撃】，【不
活動】といった情動制御方略を用いることが多いこ
とが示された．【反すう】，【他者批難】，【泣く】，【人
や物への攻撃】，【不活動】は，ASD の有無に関わ
らず，情動制御方略研究において精神的健康を阻害
する不適切な方略と位置づけられてきた11,12）．本研
究の結果から，ASD 児・者はこれら不適切な方略
を用いやすい特徴があることが示唆された．また，
ASD児・者はTD児・者よりも【常同行動】，【独話】，
【自己刺激】といった情動制御方略を用いることが
多いことが示された．これらは ASD の特性による
日常的にみられる行動である56）．つまり，ASD児・
者にみられる特有の言動は情動制御方略として機能
している可能性が考えられた．しかし，それらの方
略が情動制御方略としてどのような機能を持ってい
るのかは未検討である．今後はそれら方略が情動制
御方略としてどのように機能しているのかを検討す
る必要があるだろう．
　ASD 児・者の用いる情動制御方略と諸要因との
関連について，【認知的方略】の情動制御方略を用
いる人ほど，ネガティブ情動経験が少なく，内在的
および外在的問題行動との関連が低く，ウェルビー
イングや，注意の切り替え，ソーシャルスキル，コ
ミュニケーション能力が高いこと，【問題解決】お
よび【ソーシャルサポートの希求】の情動制御方略
を用いる人ほど，内在的および外在的問題行動との
関連が低いこと，更に【受容】の情動制御方略を用
いる人ほど，内在的および外在的問題行動との関連
が低いことが示された．これらの方略は従来の研究
において精神的健康に寄与する適切な方略と位置づ
けられており10,12），ASD 児・者の場合でもこれらの
方略が同様の影響がみられることが示唆された．一
方で，【反すう】，【人や物への攻撃】，【不活動】は
抑うつとの関連が高いことが示された．これらの方
略は従来の研究において精神的健康を阻害する不適
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Abstract

　Research on emotional regulation strategies of ASD individuals was reviewed from five perspectives, and future 
challenges were clarified. A search of a PsycINFO database identified 23 articles related to emotional regulation 
strategies of ASD individuals. Results indicated that more studies have examined mixed age groups than similar 
age groups; emotional regulation strategies could be classified into 22 types; the self-report method was the most 
common assessment method; ASD individuals had different characteristics of using emotional regulation strategies 
than TD individuals, although these characteristics were not consistent between studies; ASD individuals used fewer 
adaptive strategies for preventing emotional disorders or behavioral problems and often used maladaptive strategies 
that increased these problems. However, these findings differed between studies. It is necessary to examine the 
emotional regulation strategies of ASD individuals by age group based on the context and collect more objective 
data in future studies to understand the emotional regulation strategies of ASD individuals.
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